
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
ひと

と人
ひと

との関
かか

わりの中
なか

で、思
おも

いやりを考
かんが

えよう！ 

 

前号
ぜんごう

発行
はっこう

日
び

から本日
ほんじつ

までに、３年
ねん

生
せい

の修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

や２年
ねん

生
せい

の職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

、１年
ねん

生
せい

の校
こう

外
がい

研
けん

修
しゅう

、第
だい

１回
かい

定
てい

期
き

テスト、壮
そう

行
こう

会
かい

を実
じっ

施
し

しました。23日
にち

（金
きん

）からは、坂
さか

井
い

地
ち

区
く

中
ちゅう

体
たい

連
れん

夏
か

季
き

総
そう

合
ごう

競
きょう

技
ぎ

大
たい

会
かい

が始
はじ

まります。壮
そう

行
こう

会
かい

でも伝
つた

えましたが、大
たい

会
かい

では、部
ぶ

員
いん

全
ぜん

員
いん

でできることを出
だ

し切
き

ることで、部
ぶ

員
いん

全
ぜん

員
いん

がやり遂
と

げたという充
じゅう

実
じつ

感
かん

を得
え

てきてください。そして、仲
なか

間
ま

と励
はげ

まし合
あ

いながら目
もく

標
ひょう

に向
む

けて、粘
ねば

り強
づよ

く取
と

り組
く

んだチームだったと胸
むね

を張
は

って言
い

い切
き

ってほ

しいと思
おも

っています。 

ところで、私は今年度、「相手
あ い て

の立
たち

場
ば

に立
た

ち、感
かん

じて、思
おも

いやりの心
こころ

で行
こう

動
どう

しよう！」と

いう念
おも

いを伝
つた

え続
つづ

けたいと考
かんが

えています。大
だい

学
がく

教
きょう

授
じゅ

の菊
きく

池
ち

章
あき

夫
お

さんは、参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

で、「思
おも

い

やりに欠
か

けるということ」について、次
つぎ

の 5つを示
しめ

しています。 

１ 相
あい

手
て

の気
き

持
も

ちに気
き

づかない 

  相
あい

手
て

のことに気
き

持
も

ちが向
む

かない人
ひと

や、あることをすると相
あい

手
て

の反
はん

応
のう

は一
ひと

つであるのが当
あ

たり前
まえ

だと考
かんが

える人
ひと

。知
し

らない人
ひと

だと、相
あい

手
て

ですらない。 

２ 自
じ

分
ぶん

の立
たち

場
ば

からしか考
かんが

えない 

  こちらの考
かんが

え通
どお

りに相
あい

手
て

が動
うご

いてくれないと、相
あい

手
て

の方
ほう

がいけないと考
かんが

えたり、けし

からんやつだと思
おも

ったりする人
ひと

。 

３ 相
あい

手
て

の行
こう

動
どう

の予
よ

想
そう

が立
た

たない 

  相
あい

手
て

がどういうことを感
かん

じているのかを予
よ

想
そう

することができない人
ひと

。 

４ 相
あい

手
て

の願
ねが

っていることがわからない 

  こちらの都
つ

合
ごう

で、一
いっ

方
ぽう

的
てき

に親
しん

切
せつ

と勝
かっ

手
て

に思
おも

い込
こ

んでいることをする人
ひと

。 

５ 気
き

持
も

ちが別
べつ

のものである 

  相
あい

手
て

のことを本
ほん

当
とう

に考
かんが

えて相
あい

手
て

のために何
なに

かしようというよりも、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ち（見
み

ていられない、相
あい

手
て

に悪
わる

いなど）をどうにかしようとする人
ひと

。 

この５つが生
しょう

じる原
げん

因
いん

は、相
あい

手
て

の気
き

持
も

ちに注
ちゅう

意
い

が向
む

くことが少
すく

なくなっていて、対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

をわずらわしいものと感
かん

じる人
ひと

が多
おお

くなってきているからでしょう。解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

は、人
ひと

と人
ひと

との

つながりを増
ま

すことです。お見
み

舞
ま

いで花
はな

束
たば

を贈
おく

るのは、花
はな

束
たば

に思
おも

いやりの気
き

持
も

ちがあるのでは

なく、思
おも

いやりの気
き

持
も

ちを花
はな

束
たば

で表
ひょう

現
げん

しているのです。贈
おく

る人
ひと

の気
き

持
も

ちは、花
はな

束
たば

にあるので

はなく、人
ひと

と人
ひと

とのつながりにあるのです。第
だい

３回
かい

目
め

の「念
おも

い」である「人
ひと

と人
ひと

との関
かか

わりの

中
なか

で、思
おも

いやりを考
かんが

えよう！」を、意
い

識
しき

して行
こう

動
どう

してください。 

※参考
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文献
ぶんけん

 2018 菊
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おも

いやりを科
か

学
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社
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図
ず

 制
せい

作者
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芸
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の念
おも
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春江
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